
栄養成分と薬物の相互作用

として、ワルファリン（ワ

ーファリン®）とビタミンＫ

（納豆等）、チラミン（チー

ズ等）とセレギリン（エフ

ピー®）やイソニアジド（イ

スコチン®）等があります。

これらは薬理学的に作用が

増強したり拮抗したりする

ことで起こる相互作用で

す。 

 一方、経腸栄養の投与方

法によって起こる相互作用

もありますので、以下にご

紹介致します。 

 経腸栄養は、通常の食事

に比べ、時間をかけて投与

されます。通常の食事の場

合、摂取直後はｐH６と一

旦胃酸が中和され、その後

速やかに強酸性領域に戻り

ます。しかし、経腸栄養時

は注入時間中に胃酸が経腸

栄養剤により中和され高い

胃内ｐH を維持することか

ら、消化管内のｐH が食事

の際と異なります。そのた

め胃酸に不安定なリファン

ピシン等では吸収量が減少

します。一方、胃酸により

安定化するカルバマゼピン

（テグレトール®）等では吸

収が増加することが報告さ

れています。 

 また、多くの薬は小腸で

吸収されますが、経腸栄養

により小腸への薬物の流入

速度が抑制されます。その

結果、吸収部位で貯留が起

こり、吸収量が増大する薬

物としてジゴキシン（ハー

フジゴキシン®）がありま

す。また、経腸栄養剤の種

類により吸収度が異なるこ

とも報告されています。 

 カルバマゼピンやジゴキ

シンは非常に治療域が狭

く、薬物血中濃度をモニタ

リングする必要のある薬物

です。このような薬物の場

合、経腸栄養での実施や変

更時には注意が必要です。

このため必要に応じて

NST ラウンドで薬物血中

濃度測定をお願いすること

があります。一見、栄養管

理を逸脱した提言と思われ

るかもしれませんが、ご理

解をお願い致します。 

今回ご紹介した内容は、

まだまだ調査途上であり、

知られていないことがたく

さんあります。経腸栄養剤

に変更した際に、効果の増

強や減弱、副作用の出現が

認められた場合にはご相談

ください。 
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経腸栄養剤との相互作用 

 

ＮＳＴラウンドの時間について 

昨年 11月より、ラウンド時間が 

15：00からと変更となっています。 

よろしくお願い致します。 

 
第 29回 日本静脈経腸栄養学会学術集会（ＪＳＰＥＮ 2014） 

平成 26年２月 27日（木）・28日（金）  

場所：パシフィコ横浜 

ご興味のある方は是非参加してみてください。 

＊日本静脈経腸栄養学会の学会参加人数は毎年８千人以上参加

するＮＳＴ関連では日本で最大の学会です。 

ＮＳＴ勉強会 第５回 サルコペニアと栄養の研修会 

平成 26年 2 月 10日（月） 17：30～19：00  

場所：当センター 第一研究棟２Ｆ 大会議室 
 

特別講演 「ロコモティブシンドロームの予防と改善における運動と栄養の重要性と実際」 

医療法人 一心会 伊奈病院 整形外科 部長 石橋 英明先生 


